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【演習】活用法ワークショップ 

ワークシート 

 

≪場面事例≫ 

医療分野における業務例：社会的な長期入院者への地域移行支援 

精神保健福祉士が担当となった病棟には、社会的な長期入院と考えられる方が多く入院していた。

地域移行支援施策の流れを踏まえ、精神保健福祉士は意気込んで退院支援計画を検討していった。 

そんな時、病棟で長年勤めているスタッフから「退院できる人は、すでに退院させている」「地域

に受け皿がないから退院支援ができない」と言われてしまった。  

さらに、35年間入院しているＪさんに退院について話しかけると「退院させないでください」と

懇願されたのである。精神保健福祉士はＪさんの切実に訴える表情を見て困惑してしまった。 

 

≪step1≫  状況分析と課題 

あなたは、このような状況に直面した際、精神保健福祉士の価値・理念に照らし合わせて、何を意識し、

何を大切にしようと思いますか？ 

あるいは、実習生や新人からこのような事例について相談を受けた場合、あなたは何を大切にするよう

伝えますか？  
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≪step２≫ 「地域移行支援⇒退院/退所支援」に必要な知識・技術の確認 

この業務を展開するにあたり、どのような知識・技術を必要とし、活用していますか？ 

〔知識〕 

 

 

〔技術〕 
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≪step３≫ PSW の包括的視点 

この業務を展開するにあたり、利用者（J さん）を取り巻く環境に目を向け、それらの環境に対してど

のような働きかけが考えられるでしょうか？  

実践レベル 考えられる業務展開 

ミ

ク

ロ 

レベル①個人 

Jさんの地域生活の実現に向けた働きかけ（相談支援/協働） 

 

レベル②集団 

 

メ

ゾ 

レベル③専門職集団 

 

レベル④所属機関 

 

マ

ク

ロ 

レベル⑤地域 

 

レベル⑥社会（政策） 
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